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文の写真を漢碑のフランス語訳 と共にT'oungPao誌上に発表 した.前 人でこの
碑文を読釈 したのは一人だけではない.う ち訳注が最 も「詳細」なのは,恐 らく
く　 ラ
ニ コラス ・ポ ッペ であ ろ う.ポ ッペは彼の 『パスパ字』において,23行 のパ ス
パ字 の為 に冗長で煩環 な注釈 を行 い,図 版 ・転写 ・発音 ・ロシァ語訳 と注釈 の
くの




※ 訳 文 中 で 翻 訳 者 が 補 っ た 部 分 は 【】内 に 入 れ て 表 示 し た.
(1)EChavannes.Inscriptionsetpi色cesdechancelleriechinoisesdeI'6poquemongole.Seconde
s6deJ▼'oμπ8Pαo,seLH,vol.IX,1908,planchel9,pp。376-381,
(2)H.H.nonne,κ θα∂p㎜ 肥 冠7〃c曜e概oc〃3う,M.一JL,》1訓.AHCCCP,1931,168p.(以下
rパ ス パ 字 』 と称 す)
(3)『 パ ス パ 字 』PP.58-6互,92-115.
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を求めた.下 記は,パ スパ字字母 ・ポッペの転写記号(PI)・発音記号(Pll)
と本稿が用いる記号の対照表である.
説明 しなければならぬのは:
一,パ スパ字はチベ ット字の綴字規則に従ってお り,凡そ子音は音節の始め
にあるか自ら音節を成す時,全 て自ず と母音 囹 を帯 し,た だチベ ット字を転
写する時のみ例外がある.本稿 もこの規則を適用 し,記号を用いて上述の場合
の 同 の音素 を標示 した.パ δ 嗣 祠 について,ポ ッペは転写記号にローマ
字 の大 文字 を用 いてい る.本 稿が用 いる記号 は,凡 そ[0,U,6,i】が語頭 にあれ
(4)例 え ば,ポ ッペ の転 写 記 号 に は一 貫 した 表 記 原則 が全 くな い:母 音 字 母 凶 を 円 と
書 い て い る が,し か し,各 子 音 字 は[ka,qa,ba,pa…】と書 き,根 拠 な く記 号[a1が多 出
して い る.表 記 専 用 の記 号 が 有 る とい っ て も,表 音 形式 は 混 乱 し,不 明 確 で あ る.
(5)ポ ッペ の記 号[v,y,y,j]は全 て漢 字 を転 写 す る の に 相応 し くない.例 え ば"廟"を
【m6v]とす る が,漢 音 に は無 い もの で あ る.[y】を以 て伝 統 的 な 田 に代 替 させ る の は,
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二,嗣 と 曜 をポ ッペは[e,e】としてい るが(人 に よって は逆 に[e,6】とす
る),この種の書 き方ではパ スパ字の音価 を明確 に標示す るこ とが出来 ない.本
稿は 嗣 を囹 として,舌 高が次高か ら半高の範囲にある前舌平唇母音 を表 し,
翼 を[e】と して,舌 高が次高 か ら中間の範囲 にあ る前舌平唇母音 を表す.
三,パ スパ字 中,例 えば[q・an](皇帝)・[g・en】(言う,と する)の ように,
一種 の摩擦音(喉塞音)を挟 み持 つ長母音 がある.こ れ らの字をポ ッペは転写記
号 では 【q・an】[g・en]とし,発 音記号 では 【qa・an][ge・en]とする.本 稿 は[q・an】
(135)
[g・en1という表記形式を用いて,摩擦音を持つ長母音を表示する.
本稿では碑文 を転写する時,漢 語の傍訳を付 した.傍 訳中,元 代の固有名
詞 ・術語はそのままにした;一般の語句は語意を明確にするために,現代漢語
を用いた.傍 訳文には標点を加え,モ ンゴル語原文の句読点とした.こ の他,
小文字の略語を用いて標示する必要のある文法形式を標記 した.そ れらの略語
は次の通 り:
複:複 数.属:属 格.寓:位 格.与:与 格.賓:対 格.造:造 格.奪:奪
格.
過:過 去時制.大 過:大 過去時制.現:現 在時制.未:未 来時制.
一:一 人称.三:三 人称.令:命 令 ・希望形.被:受 動態,
分:静 動詞(形動詞,分 詞).聯付動:並 列の副動詞.接 付動:結 合の副動
詞.条 付動:仮 定の副動詞.物 小:人 称所有語尾.














令 旨 功 れらの
ha-ra-naba-la-qa-dun
人 与,州 城 複属 ・





県 鎮 複属 達 魯 花 赤 複与 ・ 官 人 複与,往 来 未分複 行 走 未分複
県 鎮 の ダ ル ガ チ 達 に 官 人 達 に 行 く と こ ろ の 往 く と こ ろ の
61一～三`i-ned・ul-qa-qu6
使 臣 糖 宣 諭 未分





成 吉 思 汗 属 也,合 牢 皇 帝 属 也 聖 旨 寓,和 尚 複 ・ 也 里 可 温 複 ・
チ ン ギ ス カ ン の 亦 カ ア ン の 亦 聖 旨 に お い て,和 尚 達 エ ル ケ ウ ン 達
s6n一蓉hi-Budda蓉一mad
先 生 複 ・ 達 士 蛮 複
先 生 達 ダ シ ュ マ ン達 は,
(7)c`a[qt`am-qa-da一]～三`abu一蓉ia-li-baal-baqub一～5`i-rieu-1ueu一きen
倉 ・ 探 合 奪 非 任 何 差 発 ㈹ ・科 敷(賓)不 担 当 鮒 動
倉 タ ム ガ よ り ほ か あ ら ゆ る 差 発 を 科 敏 を 担 当 せ ず,
(8)[d60-lri-jiまal-ba-1i一言uhi-ru-ereo-guna-t`u-q勾ig・ek`一deg-seda一蜘 一
天 賓 祈 祷 鮒 動 祝 福 ㈲ 給 鮒 動 在 三令 以 為 被過分複 有
天 を 祈 り 祝 福 を 与 え 在 れ か し と 仰 ら れ た の で あ っ た.
(9)一u66-du一・eberbeo-e-suu-ri-da-nu
大過.如 今 也 有 条働,先 前 属
今 亦 で あ れ ば 先 の
(10)きa1-li-qunjo-su一・alc`aηt`am-qa-da一乙`abu一蓉ia-li-baal-baqub一～…`i-ri
聖 旨 属 体 例 造 倉 探 合 奪 非 任 何 差 発 ㈲ 科 敏(賓)




担 当 せ ず,
(11)一まend6夏卜rirjiきal-ba-ri一まuhi-ru一・ereo-guna-t`u-qεOig・enpi疋卜jaη一fU一
当 接働,天 賓 祈 祷 聯働 祝 福(賓)給 鮒 動 在 三令 以 為 鮒 動 平 陽 府
天 を 祈 り 祝 福 を 与 え 在 れ か し と仰 ら れ て,平 陽 府
(12)一d[urbu一]gunj6w一[m6w]γiw-t`u-m6wjeu一嬰aη一m6w-dura-qun
寓 有 現分複 尭 廟 ・后 土 廟 ・ 禺 王 廟 寓 在 現頒
に在 る と こ ろ の 尭 廟 ・ 后 土 廟 ・ 禺 王 廟 に お い て 居 る と こ ろ の
匁aqま 血一面一nu
姜 真 人 属
姜 真 人 の
(13)o-ro-naduη言hl一乏i-nis6n一蓉hi一:〕u-dieo-t`eo-gu-1e一袖hi-ru一・ reo一
位 置 寓 董 真 人 賓 先 生 複賓 為 首 聯働 祝 福 ㈲ 給
位 置 に お い て 董 真 人 を 先 生 達 を 長 と して 祝 福 を 与 え
(14)一gunat`u-qI噸ig・enba-ri一加ja-bu一 ・瑚i
接付動 在 三令 以 為 鮒 動,持 有 聯付動 行 走 現分
在 れ か し と 仰 ら れ て,持 っ て 行 く と こ ろ の
(15)bi一～1`igeo9-be66-de-nugりen-durg6うid-dura-nu
令 旨 ㈲ 給 過.這 複属 観 寓 房 舎 寓 三複物小
令 旨 を 与 え た.こ れ ら の 宮 観 に お い て 家 々 に お い て ←彼らの
61一～三`inbuba一 ・u-t`u一
使 臣 複 勿 駐 下 三令.
使 臣 達 は するな→ 泊 ま る よ う に,
(16)一q句iu-1・a蓉i一・u-sububa-r卜t`u-q句iqa一きarusu
鋪 馬 ㈲ 砥 応(賓)勿 索 取 三令.土 地 脚 ・水 ㈲ ・
鋪 馬 を 砥 応 を するな→ 求 め 取 る よ う に,土 地 を 水 を
(138)
ja-uk`e.a-nubu-li一 言u
甚 塵 ㈹ ・誰(賓)三複物小 奪 取 聯付動
ど ん な もの を 誰 を ←彼らの 奪 い
(17)t`a-t`a一きubuab-t`u-qaji6-deba-sas6n一蓉hi一【〕ud
徴 収 聯付動 勿 要 三令.這 複,又,先 生 複
徴 発 し て するな→ 取 る よ う に.こ れ ら 又 先 生 達 は
(18)b孟一～lig-t`eng・e一曽巳jo-sueu-ge一・u6eu6-1esbueu64ed-t`u一
有 令 旨 的 複 以 為 聯付動,体 例 無 未分 事 複㈹ 勿 倣 三令.
令 旨 を 持 つ 者 達 と 言 っ て 体 例 が 無 い と こ ろ の 事 々 を するな→ 行 う よ う に
(19)一ge6eu6-le-du一・e-sueu-lu・uaju-qunmud
倣 条働,不 塵 伯 未分複 那 複?
行 え ば でないか→ 恐 れ る.そ れ ら を.
(20)bi一乙`igma-nuqu-lu-qa一【n まi翼qa-bu-lullt`e一血一
令 旨 一複物小.鼠 児 年 春 属 首
令 旨 ←我らが.鼠 年 春 の 頭
(21)一unza-lajhlqo-rh1きk一
属 月 属 二 十
の 月 の 二 十
(22)一qo-a-nagiη一乙6w-fu-da
六 寓 京 兆 府 寓
六 日 に 京 兆 府 に
(23)bu-gu6-durbi一～三` -be6
在 現分 寓 写 過





道与管軍官人毎井軍人毎,州 城 ・県鎮達魯花赤 ・官人毎,来 往行踏的使臣
毎,遍 行省□令旨:
成吉思皇帝,厘翠皇帝聖旨裏:"和尚 ・也里克温 ・先生 ・達失蛮,地税 ・商
税,不 操甚塵差発休着者,告 天祈福者"那般道来.如 今照依着在先前聖旨体例,
地税 ・商税,不 棟甚塵差発休着者,告 天祈福者,那 般;這 平陽府有的尭廟 ・后
土廟 ・禺王廟裏住的姜真人替頭裏,董 真人交先生毎根底為頭児祈福者,那 般,








この単語の表記形式 は異常 である 二母音[o,a1は,それが後舌母音語(「男性
詞」)であるこ とを示 してい るが,語 中には前舌母音語(「女性詞」)にしか用いな
い音素[k`」が あ る.こ れ はモ ンゴル語の調和原則 を乱 して しまっている.
[mook`a]は,ウイグル式モ ンゴル文字 では[mwllkk'1と書 き,元 人の漢字 に
よる表音表記 では 「蒙寄」(固有名詞,元 の憲宗)と 書 く.即 ち[muη一ko】であ








とす るが,こ れはチ ュルク式 の発音 であ る.こ れらの材料 か ら,[moη一k`a]は
13世紀モ ンゴル語 にあっては きっと前舌母音語であった と断言で きる.但 し,
パスパ字 の碑文 中ではみ な通常 〔o,a]二個の後舌母音 を用いて表音 表記 を行 っ
てい る.
ポ ッペはこの現象 を解釈 した際,多 くの人の意見 を引用 して,以 下の結 論 を
導 き出 した.
「moη一kでaとい う語 は表 記規則 に対 す る一種 の違 反 を表 してい る と指摘 で き
る.母 音oが あれば,あ たか もこれが後舌 母音 語である ことを証 明 しているか
の ようではあるが,し か し,前 舌母音 語中 にしか見 られ ないkCが,こ の一点 を
否定 しているの であ る.W.コ トヴィッツが この語 は書 き誤 った ものだ とす るの
は,絶 対 に正 しい(『イル カン書簡』p.20).こ で,我 々は根深 く習慣化 した
誤 字 と取 り組 もう.そ の内,比 較 してみ ると少 しばか りましに書 かれた ものが
居庸 関石刻(moηk'e)に見 られる.結 局,ポ ズ ドネーエ フが正 しく,彼 は アル グ
ンの書簡上の この一語[mwnldc'】を引用 した後,『この6音 素 の女性性 は音素x
の女性的性格 によってのみ決定 され る』(『モ ンゴル文学史講義』p.99)と指摘 し
ている.事 実上,第 二音節上 には ビ が あ り,つ ま り,第 一音節上の母音 を6と
読 ませ,oと 読 ませ ないのである.そ う して,表 記上の不規則性 は依然 として
　さ　
変わらなかったのである」.



















典でチベ ット語 ・サ ンスクリット語を表音表記するときのみ例外がある.この
一点も我々が解釈する際に手助け となる.チベ ット僧は決 してモンゴル語の調
和原則 をよく理解 していたわけではなかったのである.
もし,さ らに研究を進めれば,我 々はまた以下のように推測できるだろう:
ロ ドウー ・ギェルツェン(Blogrosrgyalmtshan,慧瞳,即 ち帝師パスパ)等が
チベッ ト文字を用いて新字を案出した時,一 方では当然,直 接に口語を記録 し
たが,し かし,他方ではかなりの程度においてウイグル式モンゴル文字を転写
した.チ ベット人である彼 らはウイグル人の様に自然に母音調和の原則に熟達






然崇拝 の産物 である.そ れ とキ リス ト教 の「神」・イス ラム教 の「アッラー」及 び
道教 の 「玉 帝」等 の人格 神 とは全 く異 なった ものである.
ポ ッペ は[d6n一司 をロシア語訳 してTeHrpvaとす る.彼 は,13世紀の モンゴル
人の問には既 にキ リス ト教 が広 く伝播 していた ことによって,グ ユ ク ・カ ンの
時 にキ リス ト教宣教 師はモ ンゴル帝 国全土 で特権 的地位 を得 てい た と考 えてい
る.よ って,「シャーマニズ ムが神 格化す るところの天 の概念 を[d6η一ri]とい う
(142)
ゴッド
語に加えることにはいかなる根拠 も存在せず,そ の逆に,明 らかにそれは「神」
ご　 ラ
と訳すべ きなのである」と説 くのである.こ の種の論法は以下の問題に全 く答
えることが出来ないだろう:[delj-ri]がエホバ或いはアッラーであることを証明
で きるか否か.結 局,当時のモンゴル人はどのような人格神の内容を「永久なる
天」に賦与 したのか.「長生天気力裏」この言葉 はモンゴル帝国で通用 した紋切
く　の
り型の文章であ り,それは元々シャーマニズムの言葉なのである.強引に言え
ば,こ の言葉はイスラム教に帰依 したイル ・カン宗王【フレグ ・ウルスの君主の
こと 訳者】の口から出たものであれば,ア ッラーを意味し,キリス ト教ネス
ゴッド
トリウス派の信徒ソルコクタニ太后の口から出た ものであれば,神 を意味 し,
そ して仏教徒である元の仁宗のロから出たものであれば,西 方浄土の如来を意




出鎮 した.翌 年秦王 に加封 され,至元十七年(1280)に麗去すると,子のアーナ
ンダが襲封 した.安 西府は旧京兆府であり,モ ンケ ・カアンはかつて,1253




を示 し,傍若無人に振る舞い,「素涯の西に営み,壽殿中時 して,衛士環列 し,
車間に車を容れ,帳 間に帳を容れ,包 原絡野すること,周四十里 … ・故老之れ
を望みて,胎 則六心 し… ・以為えらく,有国而来,名 王雄藩,是 れ吾が君の子
(9)『パスパ字』P.95.
(10)彰大雅『黒　事略』「其常談必日,托着長生天底気力,皇 帝的福蔭.彼所欲為之事,






の若 く威儀盛 んな る者有 る無 し」とされた.
ポ ッペの注釈の 中には誤 りが含 まれている.
[・an-si一具aη】を[qan.si一奨aη]と誤 読 してい る.
彼 は また 「1273年,甘粛 省の一部分が彼(安西王 一 亦隣真注)の分地 に併合
された.マ ンガラは自分 の府邸 を開成(今の固原)に移転 し,京 兆府 は僅か にモ
ロ の
ンゴル軍の管理拠点であるだけとなってしまった」と言う,この種の見解は史実
に合 していない.開 成はマンガラの越夏の地で しかなかった.こ の一点におい
て,開成 と長安 とは,正 しく上都 と大都 と同じ関係にあった.銚燧は,マ ンガ
　エの
ラは「歳は維れ関中。夏は則ち其の高寒を楽 しみて,即 ち六盤に居す」と言 う.
『元史』においても「皇子安西王,秦 蜀 を分治 し,遂に開成府を立て,伍 お上都
なら け の
に視い,号 して上路 と為す」と言 われ る.こ れ らの記載 は事態 を非常 に明確 に述
べ てい る.
2.[eu-ge],令旨.
原義 は「言葉」とい う意 味で しかない.モ ンゴル語 中,[きar-liq】(聖旨)を除い
て,「令 旨」「諮 旨」「法 旨」等の名 目に相 当す る専 用の術語 は全 くな く,よ って,
碑 文第五行 の 「令 旨」はまた[bi-6`ig](文書)と されている.
第3行 ～第4行
1.[ba-la-qa-dungil-d・e-dunda-ru-qas-dano-jad-dal,州城 ・県鎮 の諸 ダル ガチ
及 び諸官長 に下 す:[ba-1a-qad】は[ba-la-qa-sun】の複数形であ る.[ba-la-qa-sun】
は 「城市」の意味で,こ こでは州城 を指す.
[9il-d・ed]は[9il-d・en】の複数形であ る.[9il-d・en]の意味は 「村落」であ り,こ
こでは県鎮 を指 す.現 代 モ ンゴル語 においては,こ の単 語は既 に失われ,た だ
ロ らラ
『至元訳語』『華夷訳語』等の本が明代の訓みを留めているだけである.
(12)銚燧 「延 麓 寺 碑 」(『国朝 文 類 』巻22,ま た 『牧 庵 集 』巻10).
(13)『パ ス パ 字 』P.101.
(14)注12.
(15)『元 史 』巻60「地 理 志 」.
(16)『至 元 訳 語 』地 理 門:「 村 日信 奥 」.最 後 の 一 字 は 「典 」字 で あ る 通 行 の 『東 洋 学 叢
編 』石 田幹 之助 校 本 は 「具 」を改 め て 「奥 」とす るが,誤 りで あ る.『華 夷 訳 語 』(酒芥 楼
秘 笈 本):「村:丁 申迭 延 」.
(144)
【da-ru-qas]は[da-ru-qa～da-ru-qa-6`i]の複数形 であ り,元 代の ダル ガチ を指
し,時 に「宣差」と漢訳 され る.こ れは一種の特殊 な監督官員であ り,路 ・府 ・
州 ・県の長官以上の地位 にあ った:路 総管府総管の上 にはダル ガチが居 り,知
府 ・州サ ・県サの上 にもダル ガチが居た.そ の他,元 帥府 ・宣撫司 ・安撫司 ・
招討司 ・万戸府 において も,元 帥 ・宣撫 ・安撫使 ・招 討使 ・万戸の上 にダルガ
ロの
チが皆置かれた.
[no-jad]は[no-jan】の複数形 である.[no-jan]は即 ち那顔(官 人)であ り,こ こ
で は州県 の長官 を指 し,彼 らはダル ガチの監督 の下 で勤務す る.
ポ ッペの ロシア語訳 と注釈 は誤 ってい る.彼 は[da-ru-qas]が「城市 と村鎮の
長官(HaqaJlbHKKM)」を指 し,「多分balaqadun,9ild・edunの両語 はただdaruqasda
一語 に係 り;nojan一語 の意味は一般の那顔 を汎称する ものであ り,城 市 と村鎮
ロ の
の長官 を専 らに指す もので は決 してないだろ う」と考える.こ こに二点誤 りが有
る:第 一 は,彼 は現代 モ ンゴル語のdargha(<daruqa,意味 は「長官」・「主席」,
ロ シア語 のHaqaJlbHvaKに等 しい)を 元代 のダルガチ と混 同 してお り,ダ ル ガチ
と一般 の執行 長官 即ち歩令 との区別が分 かっていない.第 二に,こ こか ら出発
して,ポ ッペ は[no-jad]とい う語 が一般 の那顔の汎称 であ ろう としている.こ
れは根 も葉 もない憶測である.[ba-la-qa-dungil-d・e-dun]二語 は[da-ru-qas-dano-
jad-da]:語を同時 に修飾 してお り,つ ま り州県の ダルガチ と長官 を指 している
のであ る.実 はポズ ドネーエ フが既 に"napyraM,HaqanbHvaKaMroponoB"と正確
く　の
にロシア語訳 してお り,ポ ッペはその中の道理 を全 く研究せず に,妄 想 して小
細工 を弄 し,か えって拙劣 になって しまったのであ る.
第5行
1.[bi-6`ig],令旨.第 三行詮釈2を 見 られたい。
第6行
1.【qan][q・an],カン ・カア ン(皇帝):
(17)『元 史 』巻91「百 官 志 」.
(18)『パ ス パ字 』pp.105-106.
(19)同書P.106.
(145)
〔qan】と[q・an】は ともにチ ュルク語で あ り,前 者の 原義 は 「父 主」で ある.モ
ンゴル ・カ ン国以前,モ ンゴル草原 では多 くの部落貴族 と酋長が[qan]と称 し
た.[q・an]は即 ち可汗 ・合牢,チ ュルク時代 にあっては「君主」を指 した.早 く
は5世 紀,柔 然 人の中で 「可汗」の称号が出現 した.元 代 にお いては,[qan]と
[q・an]はともに 「皇 帝」と訳 され たが,実 際に は[q・an]は[qan]よりも高位 に
あ った.






旨,合 牢皇帝聖旨,蒙寄皇帝聖旨,今 上皇帝聖旨・… 」;「已前成吉思皇帝時
エ　 　 ラ
… ・合窄皇帝聖 旨裏也教這般行 来,自 貴由皇帝至今 ・… 」.排列か ら見 て,合 牢
皇帝が元 の太宗であ ることは疑い ない.
2.[ba】,また:
助辞.
ポ ッペは,こ れが接続 詞であ ると考 える とともに,パ スパ字碑文の[ba]と現
く　 ヨ ラ
代 モ ンゴル語のba(「と」)が同義 である とする.ポ ッペが古今のモ ンゴル語 に
おけるbaの文法上 の性質 ・語義がいずれも異 なることをはっき り分かってい な
いこ とが知 られる.現 代モ ンゴル語において,baは接続詞 であ り,「と」の意味
に解す る.し か し,13世紀 にお いて は,助 辞 であ り,「また」「さ らに」「で さえ」
とい う意 味が あ り,近 代 モ ンゴル語 のchu～chに 等 しい.例 えば,aliba=
alichu.旧来 のbaは,大 体14世 紀 後半か らゆっ くりと接続 詞 に変化 していっ







「一 二 八 ○ 年 莱 州 万 寿 宮 令 旨碑 」.察 美 彪 『元代 白話碑 集 録 』p,27参照.
『元 典 章 』巻24戸 部10「種 田 納税 」条.
『パ ス パ 字 』p.145.
(146)
ついでに挙げると,『パスパ字』の中には現代語で古語を解 したこの種の錯誤
がまだある.例 えば,【6-lelだが,ポ ッペは総括小詞(更に正確に言えば,代 名
く　の
詞であ る一 亦隣…真注)とす る上 に,近 代モ ンゴル語のeleと同義だ と考 え る.
彼は又 も間違 えてい る.13世紀 の[6-le]は強調小詞 であ り,現 代 モ ンゴル語 で
は既 にleに変化 してお り,文 書用語 のeleの語義 とは遙 かに異 なる.こ うした
微妙 な変化 をポ ッペ は全 く理 解 してい ないのであ る.
3.[do-jid6r-k`e・uds6n一蓉hi一ηuddaS-mad]和尚 ・エ ルケウ ン ・先生 ・ダシ ュマ
ン:
[do-jid]は[do-jin]の複数形で あ り,意 味は和 尚 ・僧侶.こ の語は ウイグル語
か らの借 用語であ り,恐 ら く漢語の「道人」に由来す る.近 代 モンゴル語 ではこ
の語は専 ら貴族 出身のラマを指 した.
[6r-k`e・ud]は[6r-k`e・un】の複数形 であ り,キ リス ト教宣教 師,特 にネス トリ
ウス派 の僧 を指 す.エ ルケ ウン とい う語 は恐 ら くギ リシア語 に最初 は由来す
る.元 代 のエ ルケウ ンに関 しては,陳 垣 に『元也里可温考』(ig17)があ り,詳 し
く叙 述が為 されてい る.
[s6n-9hin]は即 ち漢 語の 「先 生」の二 字 を音 写 したもので あ り,道 士 を指 し,
13世紀 の北 方漢語 の語彙 から借用 した ものである.も しかする と,当 時,多 く
の道士 は医業 と関わ りが あったのか も知れない.
[da9-mad】は[da9-man]の複数形であ り,イ スラム教僧 を指す.ダ シュマ ンと
い う語 は,ペ ルシア語DANSMND(智 者,学 者)に 由来す る.
第7行
1.[c`aet`am・qa・da・6`abu-9ia-li-baal-baqub-6`i-rieu-lueu一雪en],「倉」・
「タムガ」以外,如 何 なる差発 ・科敏 も負担 しない:
原文の意味 は:地 税 ・商税以外,如 何 なる賦役 も負担 しない.原 碑の漢訳文
は 「地税 ・商税,不 掠甚塵 差発休着者」で あ り,原 義か ら全 く乖離 してい る.
『元典章 』か ら見 る と,チ ンギス ・カン とオゴデイ ・カアンの時代 には寺院の免














定できる:一 は官倉 を指す.我 々が知 っている古今のモンゴル語資料では,
[c`aη](sang)という語は,原 義か ら転義まで全て 「倉庫」「財産を収蔵する場所」
く　さラ
とい う意味で あ り,税 糧 と同義 のsangを見 たこ とが無い.よ って,[C`a田は官
倉 だけ を指すので あろ う.[c`aηt`amqadadabu-9i……]も倉 ・タム ガが徴 す る
もの以外 のあ らゆる賦税 ・径役 と理解す るこ とが できる.も し,こ の ようであ
るな らば,「税糧」とい う語 はモ ンゴル語中では,[c`a一ηunal-ban]或いは[c`a一ηun
al-banqub一こ`i血]と なるはずであ る.二 は,[c`aη]が直接 に転意 して,「倉 糧」
「税糧」の同義語 に成ったのか もしれない.ポ ッペ は,つ ま り,こ の ように解釈
した.こ の種 の解釈 の弱点は,こ の他 に[c`aη]の直i接転義 を証明で きる資料 が
ない ことであ る.
[t`am-qa]の原義 は「印」であ り,古 チ ュル ク語 の一つ である.早 くは 『閥特勤
く　　ラ
碑』に見える.モ ンゴル ・カン国【即ち大モンゴル国の出現】以前,開 化の程度
(25)『元 典 章 』巻24戸 部 巻10「種 田納 税 」条.
(26)『元朝 秘 史 』(四部 叢 刊 本)続 集 巻2,48a.
(27)『元 典 章 』巻24戸 部10「先 生 免 遠 倉 糧 」条.『 元 史』巻93「食 貨 志」税 糧 条参 照.
(28)例 え ば,noyanusang(領主 の家 財 を管 理 す る機構),s動㎞eyinsang(寺院 の財 産 を管
理 す る 機 構),nomullsang(図書 館),sangk曲(財政.そ の 語 源 はつ ま り漢 字 の 「倉庫 」
で あ る)等.





穀 を出納す,人 材 を委任す,一 切 の事 は皆之れ を用 い,以 て信験 と為」した.当
時,印 章 はモ ンゴル高原で は財政上 の用 途が あった.現 在,[t`amqa](印)とい
う語が,結 局 どの ように三十分 の一 を徴収す る商税の概念 と繋が るのか,ま だ
解明 されて はいない.イ ル ・カン国 とキプチ ャク ・カン国では,【t`am-qa]は商
税その ものを指 した.し か し,マ ンガラの時代 において,商 税 はモ ンゴル語で
は[t`am-qa-jinal-banqub-6`i-rin]とされた のか,そ れ とも,た だ[t`am-qa]とだ
け称 したのか,(ポ ッペ は[t`am-qa]が商税 だ と考えているが),今 は明 らか にす
る術 がない.よ って,本 稿 の傍訳 は 「探合」と仮 に音訳 している.
【a1-baqub-6`i-ri]は[al-banqub-6`i-rin]二語 の特 殊な対格 であ る.モ ンゴル語
で は,[一n]が語 尾の名詞 は[一n】とい う語尾 を落 と した形式 で対格 と位格 を表す
こ とが出来 る.こ の点 は,ポ ッペ も気 が付 き,彼 はこの種の文法形式 を 「不 定
格」と呼 んだ.し か し,ポ ッペ は[a1-banqub-6`i-rin】とい う二 語の原形が全 く




残 している:「阿勒班」(差発),「中忽 卜赤舌鄭」(科敏).ポッペは,古 モンゴル語
の一つの常識一 動詞の語幹に[rin～ri]を加えると名詞を構成するという普




(30)『元 史 』巻124「塔 塔 統 阿伝 」.
(31)『パ スパ 字jpp.108,109を見 られ た い.つ い で に言 え ば,こ の[qub一る`i一司 とい う特
殊 な格 変 化 形 態 の語 につ い て,ペ リオ ・白鳥 庫 吉 も ポ ッペ と同 様 の 間 違 った 理 解 を し
て い る;P.Pelliot,1f'5∫o∫rθ∫θcrδθ4θ∫1曜oη8015,p.46;白鳥 庫 吉 『音 訳 蒙文 元 朝秘 史 』巻
5,12a,14bを見 られ た い.
(32)「勅 僧 亦 隣 真 減 ト」(酒券 楼 秘 笈 第 四 集 『華 夷 訳 語 』下 冊).
(33)B.∬.ウラデ ィ ミル ツ オ フが言 うに は:「蒙 古 語 のalbanはゴ取 る,奪 ふ の意 味 を持
つa1一とい ふ語 根 か ら 出た もの で あ る.面 白 い こ とは,蒙 古 語 的分 子 を沢 山 に含 ん で









成 し,広 く一切の賦役を指 しているのだと言った方がいい.
「差発」に関 しては宋人彰大雅にこのような記述がある:
「其れ賦敏は之れを差発 と謂 う.馬に頼 りては乳のみ,羊 を須めては食ら
う.皆民戸畜牧の多寡 を視て之れを征す.猶 お漢法の上供のごとき也.置
蒸の法は,則 ち諸酋の頭項 自ら差使の久近を定めるを聴す,漢 民は工匠を
除 くの外,男 女を以てせず,歳 々城市 に丁綜二十五両 ・牛羊縣五十両を課
し,郷農は身綜百両.米 は則ち耕稼の広狭を以てせず,歳 々戸四石,漕 運




「　主 ・偽后 ・太子 ・公主 ・親族自り而下,各 々彊界有 り.其の民戸は皆
牛馬 ・車侯 ・人夫 ・羊肉 ・馬弥を出して,差 発と為す.蓋 し　人草地を分
管 し,各々差発を出 し,貴賎一人として免るるを得る者有る無 し.又一項
有 りて各々差発を出 し,各地分の蕪中の需と為すこと,上下も亦一体也.
此れ乃ち草地の差発也.漢 地の差発の若きに至っては,毎 戸毎丁銀を以て
綜綿に折するの外,毎 使臣経従すれば,軍 馬 ・糧食 ・器械及び一切公上の
　ヨら　
用を調遣 し,又逐時其の合に用うべきの数を計 りて,民戸に科率す」.
「黒　事略』では,「差発」という語に含 まれない ものはなく,広 く一切の賦
税 ・径役 を指 してお り,本碑の漢訳文の意味と同じい.『元史』巻93「食貨志」
(34)『黒 　 事 略 』(『王忠 懇 公遺 書 』第30冊).
(35)同上.
(150)













『元 史』巻58「地理志 」:「晋寧路上:唐 の晋 州,金 に平陽府 と為 り,元 初平陽
路 と為 る.大 徳九年(1305)地震 を以て晋寧路 に改 む.… …司一 ・県六 ・府一 ・
州九 を領 し,府 は六県 を領 し,州 は四十県 を領す」.案ず るに,平 陽府 は即ち曹
魏が置 いた平 陽郡であ り,308年劉 淵が ここに遷都 した.元 魏 は晋 州 を置 き,
階 は臨沿郡 に改め,又 再度平陽郡 に改めた.明 は平陽府 の称 に復 し,山 西に属
せ しめて,清 もなお これ によった.治 所は今の 山西省臨溌県 にあ った.
第・14行
1.[ba.h一蜘ja-bu一・ajibi-6`ig],所持 保管 してい る令 旨:
[ba-ri・・]は「持 つ」とい う意 味である.lia-bu一]の意 味は 「行 く」であ り,転 意 し
て動作の持続状態 を表す.【ba-ri一きtija-bu一・aji]は所持 することの持続 性を表 し,
そ して形動詞の形態で令 旨を修飾 し,こ の令 旨が寺院に帰 して常 に保管 されて
いた こ とを示 してい る.
ポ ッペ は この ように簡単なモ ンゴル語一つに対 して も,思 い も寄 らないロシ
くヨの
ア語訳をして しまっている:「遵守すべ き,そ して遵行すべ き令旨」.元々彼は
(36)「経 世 大 典 序 録 」(『国朝 文 類 』巻40).
(37)『元 典 章 』巻25戸 部10「包 銀 従 実科 放 」条
(38)『パ ス パ 字 』P.109.
(39)同書P.llO.
(151)
シ ャ ヴ ァ ン ヌ の 漢 訳 文 に 対 す る フ ラ ン ス 語 訳 を 踏 襲 した の だ っ た.シ ャ ヴ ァ ン
ヌ の 訳 文 は:"Ceteditpimcierestdonn6pourqu・ilslegardentetpourqu・ilss・y
ぱ の
confoment"というものであ り,つまり,「彼 らに収蔵させ(「収蔵」は「遵守」と
も訳せる 亦隣真注)遵行 させるこの令 旨を給付 した」ということになる.こ
れは紛れ もなく碑面の漢文「収執行踏的令 旨与也」という語の憶測 じみた直訳で








～lii一・u-sun]は,原義は「スープ」であるが,往 来する使臣 ・官員をは じめ宝物
を献納する商人,道 中にある特権を有する僧侶に至るまでに,飲食物を供応す
ることである.元人は「砥応」と漢訳 し,時にまた「首思」と音訳される.1229
年以来,モ ンゴルの統治者は駅伝制度を創設 した,元 代においては,モ ンゴル
地域の駅伝は通政院を特設 して管轄せ しめ,中 原の駅鮎は則ち兵部の職掌に帰
し,特別に姑戸(靖赤)の戸籍を立てて,駅伝交通を維持 した.靖 戸の人々は駅
姑に定居させ られ,耕 地が四頃以下の者は租税を納めず,そ の土地から穫れる




財産を蕩尽せ しめ,妻 子を売 らしめた.そ れらの往来の使臣と官員は,た だ駅
立占において暴威を恣にしたのみならず,し ばしば駅姑の外で も鋪馬を徴発 し,
(40)同上.
(152)
砥応 を要求 し,民 戸 に災 いを及ぼ した.碑 文の この一殺 は,つ ま り,彼 らが寺
院 に対 して鋪馬 ・砥 応 を要求す ることを禁止 した ものである.
【u-1・a】を徴発 する制度 は,モ ンゴル地域 において は異 なった形で清末民 国初
に至 る までずっ と保存 されて きた.そ して,チ ベ ッ トにおいては,解 放後 やっ
と 「烏拉 」(<u-1・a)【Tib.'u-1ag】とい う差役 が廃止 された.
第19行
1.[eu-lu・uaju-qunmud董,これ らの輩 は どうして揮 る ことが無かろ うか:
碑面 の漢訳文 は 「他 毎不 伯那甚塵」と してお り,殊 に解釈 に苦労す る.[mud]
は[mun](この,そ の)の複数主格 であ り,こ の文 の主語 であ り,令 旨 を所 持す
る道士 達を指す.未 来時制の形動詞[aju-qu】(恐れる)は主語 に対応 して,複 数
形 を採 ってお り,卜n】とい う語尾 を加 えてい る.否 定小 詞 【eu-1u](しない)の
後,疑 問小詞 卜u](～か?)を加 えて否定 の疑問文 を表現 してい るが,こ れは古




十二支の動物 による紀年法 は,チ ュルク人の地域 か らモ ンゴルに伝来 した も
のであ る.[き塒(年)は 即 ちチ ュル ク語 のyn(年)であ る.古 モ ンゴル語 におい
て,モ ンゴル系 の語[hon】とチ ュルクか ら借用 した[き塒 は,と もに 「年」を意
味 し,現 代 モ ンゴル語で はこの二語 とも保存 されている.
碑 文 の鼠児年 は1276年,つ ま り丙子,至 元十三年 である.マ ンガラは1272
年(壬 申)に 安西王 に封ぜ られ,長 安 に出鎮 し,1280年(庚辰)に 莞去 してい
る.こ の時期 には一 回の子年(丙 子)し かな く,そ れが1276年であ る.
第21行
1.[za-ra-jinL月の:
【za-ra]:月,現代モ ンゴル語 はs畷a)とし,第 一子音 の音価が異 なってい る。
パ スパ字碑文は,古 モンゴル語 に有声収敏音(摩擦音)回 が有 ったことを物語 っ
(153)
ている.ウ イグル式モ ンゴル文字 と比較 して,パ スパ字 の優 れた点 はそ の表音
が精緻 であ ることにあ る.ウ イグル式 モンゴル文字のsは 「万 能」だと言 って も
よい:s'syn(宗教)は 実 際には[蓉acin]と読 み,s'nk(倉)は実際 には[c`ao]と読
み,s'r'(月)は[zara】と読み,synksy(曾子)は[chiη一3hi]と読 む等 々,一 字 で




『元史』巻60「地理志」:「奉元路上:唐 初 は雍i州為 りて,後 に関内道 に改め,
又京兆府 に改め,又 京城 を以て西京 と為 し,又 中京 と日い,又 上都 に改 む.宋
は陳西 を分 けて,(永 興 ・)秦鳳 ・煕河 ・浬原 ・環 慶 ・邸延の六路 と為す.金 は
陳西 を併せ て四路 と為す.元 の中統三年(1262),陳西四川行省 を立 てて,京 兆
を治 とす.・ …(至 元)十 六年(127g),京兆 を改 めて安西路総管府 と為 し,二 十
三年(1286),四川 に行省 を置 き,此 の省 を改 めて陳西等処行 中書省 と為す 。
・・… ・皇慶元年(1312),安西 を改め て奉元路 と為す.… … 司一 ・県十一 ・州
五 を領 し,州 は十五県 を領す」.明 は西安府 に改 め,清 は陳西省治 とした.そ の
治所 は今 の陳西 省長安県 にあった.
原載:「読1276年龍門禺王廟八思巴字令旨碑 兼評尼古拉 ・飽培的訳注 一 」
『内蒙古大学学報(社会科学)』1963年1期,pp.ll3-123.
再録1同 題 『蒙古史論文選集4』(内蒙古大学学報叢刊)pp.359-381.
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